


 

２ 笠松町の人口の現状と将来人口の推計

（１）現状と将来の分析

① 人口動態 

１）総人口及び増減率の推移 
笠松町の総人口は、 年（昭和 年）の国勢調査時（ 人）

まで一貫して増加を続け、ピーク時の総人口は 年（大正９年）の

２倍以上となっています。 年（昭和 年）以降も、笠松町の総人

口は比較的安定して推移しており、直近の 年（平成 年）の国勢

調査時（ 人）までで 人減と、 年間の増減は比較的小さいと

言えます。

また、笠松町の総人口は、県の「岐阜県人口動態統計調査」によると、

年（平成 年）以降も横ばいで推移しています。

 
【出典：（ ～ ）総務省統計局「国勢調査」、（ ～ ）岐阜県「岐阜県人口動態統計調査」】

２）総人口将来推計と人口構造の変化 
国立社会保障・人口問題研究所（以下、「社人研」といいます）によれ

ば、笠松町の将来の総人口は一貫して減少し、 年の総人口は 人、

年は 人と推計されています。

また、笠松町の人口構造は、年少（０～ 歳）人口及び生産年齢（ ～

歳）人口の割合の減少と老年（ 歳以上）人口の割合の増加により、大

きく変化することが予測されています。 

＋

＋

総人口（左）

増減率（右）

（人） （％）

（年）
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【出典：（ ～ ）総務省統計局「国勢調査」、（ ～ ）社人研推計準拠により独自推計】

３）年齢３区分別人口の推移と将来推計 
笠松町の年少人口は、 年（昭和 年）以降減少傾向にあり、 年

に 人（ 年比 人減）、 年には 人（同 人減）

にまで減少すると見込まれています。

生産年齢人口は、 年（平成２年）をピークとして減少傾向にあり、

年は 人でピークの約 ％、 年は 人でピークの約 ％

にまで減少します。

老年人口は、 年（昭和 年）以降増加傾向にあり、 年（

人）までは増加しますが、 年以降は減少すると推計されています。

【出典：（ ～ ）総務省統計局「国勢調査」、（ ～ ）社人研推計準拠により独自推計】

（人）

（年）

実績

＜ピーク＞

＜ピーク＞

＜ピーク＞

年少人口

生産年齢人口

老年人口

（人）

（年）

実績 推計

推計

年 人
０～ 歳 ％

～ 歳 ％
歳以上 ％

年 人
０～ 歳 ％

～ 歳 ％
歳以上 ％年 人

０～ 歳 ％
～ 歳 ％
歳以上 ％

年 人
０～ 歳 ％

～ 歳 ％
歳以上 ％
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４）人口ピラミッドの変遷 
年（昭和 年）の笠松町の人口ピラミッドは、５～ 歳（第２次

ベビーブーム世代）及び ～ 歳（第１次ベビーブーム世代）の年齢階

級に厚みがありましたが、 年（平成 年）は、その世代が年齢を重

ねて ～ 歳及び ～ 歳の年齢階級に厚みがあります。しかし、若年

層の人口には厚みが見られず、全国同様笠松町においても、第３次ベビー

ブームが生じなかったことを表しています。

社人研の推計によると、 年の笠松町の人口ピラミッドは、第２次

ベビーブーム世代が ～ 歳となる一方で、若年層の人口はさらに少な

くなっていきます。また、 年には全年齢階級においてピラミッドが

さらに細くなり、このままでは人口減少が加速することが予測されます。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【出典：（ 、 ）総務省統計局「国勢調査」、（ 、 ）社人研推計準拠により独自推計】

 

０～４歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

歳以上

年 （人）男 女

（人）

０～４歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

歳以上

年 （人）男 女

（人）

０～４歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

歳以上

年 （人）男 女

（人）

０～４歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

歳以上

年 （人）男 女

（人）
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５）家族類型別一般世帯数の推移と将来推計 
単独世帯数は、 年（昭和 年）以降増加し、今後も増加すること

が予測され、 年には 世帯となり、 年（昭和 年）の３倍

近くになります。同様に夫婦のみの世帯数は、 年（平成 年）が

世帯と 年（昭和 年）の 世帯から 世帯増加していますが、

年までは同水準で推移すると予測されています。

 
【出典：（ ～ ）総務省統計局「国勢調査」、（ ～ ）社人研推計準拠により独自推計】

 

単独世帯 夫婦と子から成る世帯

夫婦のみの世帯 その他の一般世帯

ひとり親と子から成る世帯

（世帯）

（年）

実績 推計
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６）地域別の総人口及び年齢３区分別人口の将来推計（社人研準拠） 
＜笠松地域＞ 
笠松地域は、 年（平成 年）時点の高齢化率（総人口に対する

歳以上の老年人口の割合）が ％と３地域の中で最も高齢化が進み、若

年女性人口（ ～ 歳）に対する出生数の割合が最も低い（笠松地域＝

％、松枝地域＝ ％、下羽栗地域＝ ％）という特徴があります。

そのため、他の２地域に比べて、少子高齢化の影響が大きくなります。ま

た、 年（平成 年）の総人口に対する 年の人口増減率は最も低

くなると推計されています。

＜松枝地域＞ 
松枝地域は、３地域の中で最も総人口が多く、また人口構造の若い地域

でもあります。

松枝地域の将来の総人口は、 年まではほぼ横ばいで推移しますが、

年以降は減少速度が加速します。また、老年人口はピークとなる

年までの 年間で 人の増加が予測されています。

笠松地域

老年人口 生産年齢人口 年少人口

（人）

（年）

年

０～ 歳： ％

～ 歳： ％

歳以上： ％

年

０～ 歳： ％

～ 歳： ％

歳以上： ％

人口増減率（ 年対 年）：▲ ％

年

０～ 歳： ％

～ 歳： ％

歳以上： ％

【出典：（ ）総務省統計局「国勢調査」、（ ～ ）社人研推計準拠により独自推計】

松枝地域

老年人口 生産年齢人口 年少人口

（人）

（年）

年

０～ 歳： ％

～ 歳： ％

歳以上： ％
年

０～ 歳： ％

～ 歳： ％

歳以上： ％

人口増減率（ 年対 年）：▲ ％

年

０～ 歳： ％

～ 歳： ％

歳以上： ％

【出典：（ ）総務省統計局「国勢調査」、（ ～ ）社人研推計準拠により独自推計】
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（人）

（年）

年

０～ 歳： ％

～ 歳： ％

歳以上： ％

年

０～ 歳： ％

～ 歳： ％

歳以上： ％

人口増減率（ 年対 年）：▲ ％

年

０～ 歳： ％

～ 歳： ％

歳以上： ％

【出典：（ ）総務省統計局「国勢調査」、（ ～ ）社人研推計準拠により独自推計】

松枝地域

老年人口 生産年齢人口 年少人口

（人）

（年）

年

０～ 歳： ％

～ 歳： ％

歳以上： ％
年

０～ 歳： ％

～ 歳： ％

歳以上： ％

人口増減率（ 年対 年）：▲ ％

年

０～ 歳： ％

～ 歳： ％

歳以上： ％

【出典：（ ）総務省統計局「国勢調査」、（ ～ ）社人研推計準拠により独自推計】 8 
 

＜下羽栗地域＞ 
下羽栗地域は、総人口は最も少ない地域ですが、若年女性人口に対する

出生数が最も多いという特徴があります。そのため、 年（平成 年）

の年少人口割合は ％と町平均の ％よりも ポイントも上回って

います。

下羽栗地域の将来人口推計は、他の２地域とは異なり、一定数の出生数

が維持されるため、総人口が微増する推計となっています。 

 【出典：（ ）総務省統計局「国勢調査」、（ ～ ）社人研推計準拠により独自推計】 

【出典：（ ）総務省統計局「国勢調査」、（ ～ ）社人研推計準拠により独自推計】 

下羽栗地域

老年人口 生産年齢人口 年少人口

（人）

（年）

年

０～ 歳： ％

～ 歳： ％

歳以上： ％

年

０～ 歳： ％

～ 歳： ％

歳以上： ％

人口増減率（ 年対 年）：＋ ％

年

０～ 歳： ％

～ 歳： ％

歳以上： ％

【参考】笠松町

老年人口 生産年齢人口 年少人口

（人）

（年）

年

０～ 歳： ％

～ 歳： ％

歳以上： ％

人口増減率（ 年対 年）：▲ ％

年

０～ 歳： ％

～ 歳： ％

歳以上： ％

年

０～ 歳： ％

～ 歳： ％

歳以上： ％
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② 自然動態 

１）出生数、死亡数及び自然増減（出生数－死亡数）の推移 
年度（昭和 年度）以降の笠松町の出生数をみると、 年度（平

成３年度）までは減少傾向にありましたが、翌年度から一転して増加し、

年度（平成 年度）にピークとなる 人となりました。しかし、

直近の 年度（平成 年度）には 人と徐々に減少しています。

笠松町の死亡数をみると、 年度（昭和 年度）からゆるやかな増

加傾向にあり、直近の 年度（平成 年度）には 人と、 人増

加しました。

これを受けて、自然増減は、 年度（平成 年度）までは自然増（自

然増減がプラス）でしたが、 年度（平成 年度）に自然増減がゼロ

となり、 年度（平成 年度）には初めて自然減（自然増減がマイナ

ス）に転落しました。

 
【出典：笠松町資料】 

２）合計特殊出生率の推移と比較 
笠松町の合計特殊出生率は、 ～ 年（平成５～９年）を底に回

復基調にあり、直近 ～ 年（平成 ～ 年）では と前期比

上昇しました。笠松町の合計特殊出生率の推移を全国平均と岐阜県

平均と比較すると、全国平均より高位ですが岐阜県平均より低位に推移し

ています。

なお、直近の合計特殊出生率を県内他市町村と比較すると、 市町村

中 位で平均的な位置にあります。

自然増減 出生数 死亡数（人）

（年度）
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【出典：笠松町資料】 

２）合計特殊出生率の推移と比較 
笠松町の合計特殊出生率は、 ～ 年（平成５～９年）を底に回

復基調にあり、直近 ～ 年（平成 ～ 年）では と前期比
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自然増減 出生数 死亡数（人）

（年度）

 

 
【出典：厚生労働省「人口動態保健所・市区町村別統計」】 

３）若年女性人口（ ～ 歳）と出生数の推移 
笠松町の若年女性人口は減少傾向にあり、 年（平成２年）から

年（平成 年）にかけての 年間で 人減少（ ％減）しました。

一方で、出生数をみると、 年度（平成２年度）以降の期間では、

年度（平成２年度）の出生数が 人に対し、 年度（平成 年度）の

出生数が 人とゆるやかな増加傾向にあり、出生数の上昇が直近における

合計特殊出生率の回復要因となっています。
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４）未婚率の推移 
笠松町の性別の未婚率の推移をみると、 歳代の男女と 歳代後半の

女性の増加が顕著に現れています。 年（平成 年）では 歳代後

半の男性の約３割が未婚の状況です。

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

【出典：総務省統計局「国勢調査」 ※配偶関係不詳を除いて算出している】 

５）平均寿命の推移と将来推計 
笠松町の平均寿命は、 年（平成 年）から 年（平成 年）

にかけて、男性は 歳、女性は 歳伸長しています。全国の平均寿

命の将来推計をもとに試算したところ、 年においての男性の平均寿

命は 歳と 年（平成 年）比 歳、女性の平均寿命は

歳と同 歳伸びる結果となっています。

 
【出典：（ ～ ）厚生労働省「市区町村生命表」、（ ～ ）社人研推計準拠により独自推計】
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６）高齢者単独世帯数の推移 
笠松町の単独世帯数を世帯主の年齢別で詳しくみると、 歳以上の高

齢者単独世帯数が大幅に増加しています。 年（平成 年）は、特に

世帯主が ～ 歳の世帯数が 年（昭和 年）比約 倍、世帯主

が 歳以上の世帯数が約 倍と、世帯主が後期高齢者の単独世帯数の

増加が顕著に現れています。

 
【出典：総務省統計局「国勢調査」】 

 
 
 
 
 

（ 年を とした指数）

歳未満
～ 歳
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③ 社会動態 

１）転入数、転出数及び社会増減（転入数－転出数）の推移 
笠松町の転入数は、 年度（昭和 年度）から 年度（平成２年

度）にかけては減少傾向にありましたが、 年度（平成３年度）以降

年度（平成 年度）までは増加に転じました。一方の転出数は概ね ～

人の範囲で推移しています。

社会増減は、 年度（平成７年度）までは社会減（社会増減がマイナ

ス）でありましたが、 年度（平成８年度）に社会増（社会増減がプラ

ス）に転じ、以降は年度により状況が異なっています。

【出典：笠松町資料】 

２）移動理由別転入転出差の推移 
笠松町の移動理由別転入転出差の推移をみると、 年（平成７年）以

降は「結婚等」を理由とした転入超過が続いています。

また、かつて多く見られた「職業上」の転出超過は改善し、近年は転出

と転入が概ね均衡しています。

近年の転出理由は「住宅事情」が最も多いことも笠松町の特徴の一つで

す。

 
 
 
 
 
 

社会増減 転入数 転出数

（人）

（年度）
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【出典：岐阜県「岐阜県人口動態統計調査」】 

３）主な移動理由でみた世代別の社会動態 
笠松町の 年（平成 年）における社会動態を移動理由別でみると、

歳代の男女及び 歳代の男性は、結婚等を理由とした転入が多い一方

で、 歳代の住宅事情による転出超過が多く、子どもを伴って転出して

いる状況がわかります。

 

△

△

△

△

～ ～ ～ ～ ～ ～ 歳以

上

職業上 男 女

転入超過
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転出超過

（人）
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～ ～ ～ ～ ～ ～ 歳以

上

結婚・離婚・縁組 男 女

転入超過

転出超過

（人）

△

△

△

△

～ ～ ～ ～ ～ ～ 歳以

上

住宅事情 男 女

転入超過

（人）

出典：岐阜県「岐阜県人口動態統計調査結果」（平成２６年） ※社会動態＝転入者数－転出者数

転出超過

主な移動理由でみた世代別日本人の社会動態（笠松町 Ｈ２６）

【出典：岐阜県「岐阜県人口動態統計調査」（外国人を除く日本人）】 

移動理由別転入転出差の推移（笠松町）

不詳

その他

環境・利便等

住宅事情

結婚等

学業上

職業上

計

（年）

（人）

出典：岐阜県人口動態統計調査（不詳＝外国人＋職権、環境・利便等＝生活環境の利便＋自然環境＋交通の利便）
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転入転出差の大きい結婚等及び住宅事情を理由とした移動について、転

入数（県内・県外）、転出数（県内・県外）を示したものが下のグラフで

す。グラフからは、主に県内から結婚等を理由に 歳代が転入しています

が、 歳代で住宅事情により同じく県内に転出していることがわかります。

 

 
【出典：岐阜県「岐阜県人口動態統計調査」】 
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住宅事情を移動理由とした転入転出差

県外転出

県内転出

県外転入

県内転入

（人）
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【出典：岐阜県「岐阜県人口動態統計調査」】 
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４）年齢階級別の純移動数（転入数－転出数） 
年（平成 年）と 年（平成 年）の国勢調査をもとに、性

別・年齢階級別の純移動数を計算したところ、笠松町の男性は 歳代後

半から 歳代前半にかけての転入超過の幅が大きいものの、 歳代後半

には転出超過へと転落していることがわかります。また、女性は 歳代

にかけて大きな転入超過がありますが、 歳代から 歳代にかけては転

出超過となっています。

 
【出典：総務省統計局「国勢調査」】 

男女合計の年齢階級別の純移動数を時系列でみると、かつては 歳代に

かけて大きく転出超過となっていましたが、 年（平成７年）→ 年

（平成 年）以降に転入超過へと転じています。また、 歳代前半から

歳代にかけては概ね転出超過となっています。この年代は、消費意欲が旺盛

で地域経済の活性化を支える年代であり、また地域社会の担い手でもあるた

め、この年代の転出を抑制することが重要と考えられます。
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【出典：総務省統計局「国勢調査」】 
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５）県内・県外等別転入転出差の推移 
笠松町の県内・県外等別転入転出差は、 年（平成６年）までは県

内・県外等ともに転出超過でしたが、 年（平成７年）に県内からは

転入超過に転じ、県外等からの転出超過を上回り、全体として転入超過と

なっています。

また、 年（平成８年）以降は、年により県内・県外等ともに転入

転出の状況が変わっています。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【出典：岐阜県「岐阜県人口動態統計調査」】 

６）市町村別転入転出差の推移 
笠松町の市町村別転入転出のうち、県内の転入転出の約４割は岐阜市と

の移動であり、 年（平成 年）を除き岐阜市からは転入超過となっ

ています。笠松町の県外等の転入転出は約４割が愛知県です。ただし、外

国との転入転出は変動が大きく、笠松町の社会増減に大きな影響を与えて

います。

県内・県外等別転入転出差の推移（笠松町）

県外等

県内

計

（年）

（人）

出典：岐阜県人口動態統計調査 ※計、県外等には職権記載等を含む。
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【出典：岐阜県「岐阜県人口動態統計調査」※平均は四捨五入のため転入数－転出数と差が一致しない】 
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人
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７）性別・通勤地域別 歳以上の就業者数（ 年（平成 年））

笠松町に常住する就業者のうち、町内へ通勤している人は、 人

（ ％）であり男性より女性の割合が高い状況です。

県内他市町村へ通勤している人は、全体の５割近い 人であり、そ

のうち半数以上が岐阜市に通勤しています。また、県内の隣接市町である

岐阜市・岐南町・各務原市・羽島市へ通勤している人の合計は、全体の約

４割程度の 人です。なお、県外の通勤地域は愛知県がほとんどです。

この結果から、笠松町が県都岐阜市や中部経済の中心地である名古屋市

への交通アクセスがよく、ベッドタウンとしての機能を担っている一方で、

特に女性は笠松町を中心に隣接市町で働いていることがわかります。

 
【出典：総務省統計局「国勢調査」】 
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８）性別・産業別 歳以上の就業者数（ 年（平成 年））

笠松町に常住する男性就業者の上位３産業は、「製造業（ 人）」、

「卸売業、小売業（ 人）」、「建設業（ 人）」です。他方、常

住する女性就業者の上位３産業は、「卸売業、小売業（ 人）」、

「製造業（ 人）」、「医療、福祉（ 人）」です。

笠松町は「医療、福祉」における女性就業者数が多いことが特徴的で

す。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【出典：総務省統計局「国勢調査」】 
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（２）将来人口の推計と分析

① 自然増減及び社会増減の影響度の分析 

笠松町の将来人口に及ぼす、自然増減及び社会増減の影響度を分析するた

めに、 年（平成 年） 月 日付で内閣官房まち・ひと・しごと創生

本部事務局より公表された「「地方人口ビジョン」及び「地方版総合戦略」

の策定に向けた人口動向分析・将来人口推計について」に基づき、仮定値を

変えた以下の３パターンの将来人口の推計を行います。 

１）将来人口推計のパターン 
パターン①：社人研推計準拠

パターン②：パターン①＋出生率上昇

（ 年までに合計特殊出生率が まで上昇）

パターン③：パターン②＋移動ゼロ

（ 年までに転入数と転出数が均衡）

〖推計結果〗 

 
２）影響度の結果 

自然増減及び社会増減の影響度を５段階評価で実施します。なお、影響

度の数字が大きいほど、対策の効果が大きいことを示しています。

これにより、笠松町の自然増減の影響度は「３」、社会増減の影響度は

「１」という分析結果になりました。だからといって、自然減少対策のみ

で人口減少を抑制できるかと言えばそうではなく、自然減少対策と社会減

少対策の両方の対策が必要となります。 

① 社人研推計準拠 ② ①＋出生率上昇 ③ ②＋移動ゼロ

（人）

（年）
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＜自然増減の影響度＞

パターン②の 年の推計人口／パターン①の 年の推計人口の

数値に応じて、以下の５段階に整理します。

影響度１： ％未満、影響度２： ～ ％、影響度３： ～ ％、

影響度４： ～ ％、影響度５： ％以上の増加

 
＜社会増減の影響度＞ 

パターン③の 年の推計人口／パターン②の 年の推計人口の

数値に応じて、以下の５段階に整理します。 
影響度１： ％未満、影響度２： ～ ％、影響度３： ～ ％、

影響度４： ～ ％、影響度５： ％以上の増加

 
 
 
 
 
 

３）影響度の結果の県内他市町村との比較 
笠松町は、美濃加茂市や岐南町等の転入超過の市町と同じ影響度となり

ます。

 
 

自然増減の影響度（ ）

1 2 3 4 5

社
会
増
減
の
影
響
度
（
２
０
４
０

）

1
瑞穂市
本巣市

笠松町
美濃加茂市、岐南町、池
田町、北方町

2
白川村 輪之内町

安八町

岐阜市、大垣市、多治見市、
関市、羽島市、恵那市、土岐
市、各務原市、可児市、垂井
町、大野町、坂祝町、富加町、
川辺町、東白川村

美濃市
山県市
御嵩町

3
高山市 中津川市、瑞浪市、郡上市、

下呂市、養老町、関ヶ原町、
神戸町、七宗町、八百津町

4
飛騨市
揖斐川町
白川町

5

出生率向上が必要

人
口
流
出
の
是
正
が
必
要

（影響度大）

（影響度大）

分類 計算方法 影響度
パターン②の2040年推計人口 　　 ＝ (人)…A
パターン①の2040年推計人口 　　 ＝ (人)…B

A／B 　　 ＝ ％
パターン③の2040年推計人口 　　 ＝ (人)…C
パターン②の2040年推計人口 　　 ＝ (人)…D

C／D 　　 ＝ ％

自然増減
の影響度

社会増減
の影響度

22



 

② 人口減少段階の分析 

「人口減少段階」は、一般的に「第１段階：老年人口の増加（総人口の減

少）」、「第２段階：老年人口の維持・微減」及び「第３段階：老年人口の

減少」の３つの段階を経て進行するとされています。 
社人研の推計によれば、笠松町の人口減少段階は 年までは「第１段階」、

年から 年にかけて「第２段階」、 年以降は「第３段階」で推

移することになります。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

総数

～ 歳

～ 歳

歳以上

【第３段階】

老年人口減少

年少・生産年齢人口減少

【第２段階】

老年人口維持・微減

年少・生産年齢人口減少

【第１段階】
老年人口の増加

年少・生産年齢人口減少

（年）

（ 年を とする指数）
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（３）人口の変化が笠松町の将来に与える影響の分析・考察

① 小売店等民間利便施設の進出・撤退の状況 

一般的に、民間企業が新店舗の進出地域を決定する際には、ターゲットと

なる人口集積や同業他社の進出状況等商圏分析を実施します。また、既出店

店舗でも同様に商圏分析により撤退判断や商品の品揃えを決定します。 
例えば、笠松町の出生数の減少に歯止めがかからなければ、乳幼児向けの

商品を取り扱う店舗が少なくなり、子育て環境が悪化し、さらに出生数の減

少が加速する等の悪循環が生じる懸念があります。 
 

② 笠松町の産業における人材（人手）の過不足の状況 

全国的な生産年齢人口の減少が進行する中、笠松町は雇用吸収力の低い地

方都市に当たり、特に建設業やサービス業等で人材不足が顕在化しており、

将来的にさらに深刻化することが予想されます。 
また、家族経営の中小企業や農家等においては、高齢化と後継者不足によ

り、廃業を余儀なくされ、産業の空洞化が生じる懸念があります。 
一方、高齢者や後期高齢者の増加により、介護人材の需要が高まるものの、

十分な雇用が確保できるかが不透明であり、「介護離職」の増加に繋がるこ

とも想定されます。 
 

③ 公共施設の維持管理・更新等への影響 

人口減少により公共施設の利用者が減少する一方、人口減少を受けた税収

減少により、公共施設の維持管理・更新費用が笠松町の行政運営に深刻な影

響を与えかねません。 
公共施設の集約・複合化の議論が必要となりますが、慎重な議論や丁寧な

町民説明の実施なくしては、町民サービスの低下を招き、転出者が増加して

しまうリスクがあります。 
 
④ 社会保障等の財政需要、税収等の増減による財政状況への影響 

高齢者の増加により、社会福祉費、老人福祉費等の扶助費が増加し、町民

負担及び行政負担が増加することが見込まれます。 
また、扶助費以外の費目として、例えば、高齢者増加に伴う高齢者対応職

員増による人件費・物件費（民間委託等）の増加、高齢者向け施設等の整備

による普通建設事業費の増加等も考えられます。 
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３ 笠松町の将来展望

（１）調査にみられる町民意識

① 町民意識調査 

１）調査の概要 

調査の目的 笠松町民が日頃感じている思いや意見等を把握する

調査対象 歳以上の町民から無作為に 人を抽出

調査期間 平成 年７月８日～７月 日

調査方法 郵送にて配布・郵送にて回収

回 収 数 通（回収率 ％）

 
２）調査結果の概要 

○ 現在の笠松町の満足度、今後の笠松町にとっての重要度 
・笠松町の重要課題（町民の満足度が低く、重要度が高い項目）は、「働

く場所や働きやすさ」、「生活コスト」、「防災や防犯面」、「住宅

環境」が挙げられています。 
・笠松町民から評価を得ている施策（町民の満足度が高く、重要度も

高い項目）は、「子育て環境」、「通勤・通学利便」、「日常生活

利便」、「教育環境」、「福祉や医療」です。 

自然環境

文化・歴史

子育て環境

日常生活利便

趣味や娯楽

近所づきあいなど

のコミュニティ

教育環境

福祉や医療

通勤・通学利便働く場所や

働きやすさ

防災や防犯面

住宅環境生活コスト

重
要
度

満足度

平均

（ ）

平均

（ ）

重要課題

課題

継続推進

要検討

25



 

３ 笠松町の将来展望

（１）調査にみられる町民意識

① 町民意識調査 

１）調査の概要 

調査の目的 笠松町民が日頃感じている思いや意見等を把握する

調査対象 歳以上の町民から無作為に 人を抽出

調査期間 平成 年７月８日～７月 日

調査方法 郵送にて配布・郵送にて回収

回 収 数 通（回収率 ％）

 
２）調査結果の概要 

○ 現在の笠松町の満足度、今後の笠松町にとっての重要度 
・笠松町の重要課題（町民の満足度が低く、重要度が高い項目）は、「働

く場所や働きやすさ」、「生活コスト」、「防災や防犯面」、「住宅

環境」が挙げられています。 
・笠松町民から評価を得ている施策（町民の満足度が高く、重要度も

高い項目）は、「子育て環境」、「通勤・通学利便」、「日常生活

利便」、「教育環境」、「福祉や医療」です。 

自然環境

文化・歴史

子育て環境

日常生活利便

趣味や娯楽

近所づきあいなど

のコミュニティ

教育環境

福祉や医療

通勤・通学利便働く場所や

働きやすさ

防災や防犯面

住宅環境生活コスト

重
要
度

満足度

平均

（ ）

平均

（ ）

重要課題

課題

継続推進

要検討

 

○ 笠松町民の結婚・妊娠・出産・子育てに関する意識

・未婚者のうち約 ％の人は結婚希望がありました。

・約７割の笠松町民が、笠松町が出産・子育てしやすい環境であると評

価しています。

・笠松町民の希望出生率は『 』となりました。

・笠松町の「出産支援」の取り組みに関する認知度は約 ％です。利用

したことがある人となると ％程度となりました。知ってはいるが利

用しなかった人の理由は、「求めているサービスがない（約 ％）」、

「手続が煩雑である（約 ％）」、「利用のしかたがわからない（約

％）」というものでした。

・笠松町の「子育て支援」の取り組みに関する認知度は約 ％と「出

産支援」の取り組みよりは認知度が高い結果でした。

・笠松町の出産・子育て環境整備のために望んでいること（複数回答）

は、「経済的支援」が約 ％と最も多く、「保育施設の充実」、「医

療機関（育児）の充実」、「治安の維持」、「公園・グランド等の

充実」が３割超の回答です。

・笠松町の保育施設に望んでいることの上位回答は、「延長保育の時間

延長（約 ％）」、「定員の拡充（約 ％）」、「休日保育の拡充（約

％）」等でした。

○ 過去 年以内に笠松町へ転入した町民の意識

・笠松町に転入したきっかけは、「住宅購入・借換」が約 ％、「仕

事の都合」が約 ％で、２つの回答で半数近くを占めています。

・転入先に笠松町を選んだ理由（複数回答）は、「通勤・通学の便が良

い（約 ％）」が圧倒的に多い結果でした。

○ 定住に関する町民の意識

・笠松町に住み続けたい町民は約 ％、一方で転出を検討もしくは転出

予定がある町民は約 ％でした。

・転出したい（する）理由（複数回答）の最多回答は「仕事の都合（約

％）」でしたが、第２位の回答は「まちに賑わいがない（約 ％）」

でした。

・定住地を選ぶ理由は、「買い物などの便が良い」、「通勤・通学の便

が良い」、「医療機関が充実している」、「治安が良い」が上位回答

です。 ～ 歳代に限ってみると「子育て環境が整っている」が上位

に並んでいます。
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（定住地を選ぶ理由） 
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〔回答者全員（回答数 ）〕
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っ
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さ
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る
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環
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が
整
っ
て
い
る

そ
の
他

無
回
答

〔 ～ 歳代（回答数 ）〕
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（定住地を選ぶ理由） 

 
 
 
 
 

買
い
物
な
ど
の
便
が
良
い

通
勤
・
通
学
の
便
が
良
い

医
療
機
関
が
充
実
し
て
い
る

治
安
が
良
い

福
祉
制
度
が
整
っ
て
い
る

親
族
が
近
く
に
い
る

自
然
が
豊
か
で
あ
る

子
育
て
環
境
が
整
っ
て
い
る

物
件
価
格
・
家
賃
が
手
頃

公
園
な
ど
の
環
境
が
良
い

道
路
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
る

教
育
環
境
が
整
っ
て
い
る

そ
の
他

無
回
答

〔回答者全員（回答数 ）〕

通
勤
・
通
学
の
便
が
良
い

買
い
物
な
ど
の
便
が
良
い

治
安
が
良
い

医
療
機
関
が
充
実
し
て
い
る

子
育
て
環
境
が
整
っ
て
い
る

親
族
が
近
く
に
い
る

物
件
価
格
・
家
賃
が
手
頃

自
然
が
豊
か
で
あ
る

福
祉
制
度
が
整
っ
て
い
る

公
園
な
ど
の
環
境
が
良
い

道
路
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
る

教
育
環
境
が
整
っ
て
い
る

そ
の
他

無
回
答
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② 児童・生徒意識調査 

１）調査の概要 

調査の目的
町内小中学生の笠松町に対する思いや意見等を把握

する

調査対象 町内の各小中学校に在籍する小学６年生及び中学生

調査期間 平成 年７月７日～７月 日

調査方法 各小中学校にて配布・回収

回 収 数

通

（内訳）小学６年生 人、中学１年生 人

中学２年生 人、中学３年生 人

 
２）調査結果の概要 

○ 笠松町の暮らしやすさ・笠松町に住み続けたいか

・笠松町が「暮らしやすい」、「まあ暮らしやすい」と回答した児童・

生徒は ％でした。

・中学３年生 人の回答では、「暮らしやすい」と「まあ暮らしや

すい」の合計は ％であり、平成 年に実施した中学３年生

人に対する意識調査（前回調査）における同じ質問の結果と比べる

と ポイント増加しています（ ％→ ％）。

・笠松町に「ずっと住み続けたい」、「できれば住み続けたい」と回

答した児童・生徒は ％でした。

・同様に中学３年生の回答は「ずっと住み続けたい」と「できれば住

み続けたい」の合計は前回調査と比べると ポイント増加してい

ますが（ ％→ ％）、過半数以下となっています。
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○ 笠松町の自慢・悪いところ

・笠松町の自慢は、「歴史・文化・伝統」が最多回答で、「イベント・

行事」、「河川など自然」という回答が続いています。

・一方で笠松町の悪いところとして、「ごみがないまち（＝ごみがある）」

を ％の児童・生徒が回答しました。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歴史・文化

交通利便性

買物

まちの美観

自然

通学安全性

活気
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自
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自慢

悪いところ
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○ 笠松町の自慢・悪いところ
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○ 笠松町が取り組むべきこと

・児童・生徒の回答で多いものは、「防災活動」、「防犯活動」、「美

化・緑化」、「ごみ減量・リサイクル」でした。

・一方で回答が少なかったものは、「青少年育成」、「レクリエーショ

ン」、「企業活性化」でした。

○ 笠松町にふさわしい将来像

・笠松町にふさわしい将来像は、「安全・安心」が最も多く、「豊かな

自然」、「快適さ」、「活気・賑わい」と続きました。

○ 笠松町が大切にすべきこと

・第１位回答は「防犯・防災」、第２位は「自然保護」、以下「伝統・

文化」、「税金の使い方」と続いています。
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（２）目指すべき将来の方向性

これまでの人口動向や将来人口の分析、将来展望に必要な調査・分析を踏まえ

て、笠松町における特徴を活かし、課題を解決することで、人口減少の克服を目

指します。 

 
 

 
 

笠松町の特徴と課題

○ベッドタウンとして機能する一方で、働く場としての機能も担っている。 
○町民意識調査においても働く場の確保が望まれている。 
○結婚等による若年世代の転入が多いものの、子どもが大きくなり、戸建 
住宅等に引っ越す際に町外へ転出してしまう傾向がある。 

○町民意識調査によると、にぎわいがないことが転出要因となっている。 
○町民の結婚や出産の希望がかなえられていないことが、未婚率増加や、 
出生数減少の要因となっている。 

○子どもたちからも安心・安全なまちづくりが望まれている。 

笠松町が目指すべき将来の方向性

○ ベッドタウンとしての住みやすさの向上と働く場の創出 

○ 交通の利を活かした交流とにぎわいの創出 

○ 町民の結婚、出産や子育ての希望をかなえられる環境の確立 

○ 笠松町に生まれ育つことに誇りが持てる意識の醸成 

○ すべての世代が明るく元気に暮らせる安心・安全な生活環境の整備 
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（３）人口の将来展望

国の「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」や岐阜県の「岐阜県人口ビジョ

ン」、並びに「笠松町第５次総合計画」を勘案しながら、笠松町の目指すべき将

来の方向性を実現した将来を展望します。 
 
①  総人口の将来展望 

目指すべき将来の方向性を実現し、町民の結婚、出産や子育てに関する希

望をかなえることで合計特殊出生率が改善します。また、転出の多い 歳代

の転出を抑制させることでさらに出生数の維持向上が図られ、 年の総人

口は 人、 年の総人口は 人を維持することができます。

また、 年の総人口は 人となり、笠松町第５次総合計画におけ

る目標人口（ 年に 人）を上回ります。

推計の前提条件

１） 年に「合計特殊出生率＝ （町民希望出生率）」（＊）を達

成し、 年に人口置換水準である「合計特殊出生率＝ 」を達

成する。

２）転出の多い 歳代の転入数と転出数を 年までに均衡させる。 
 

＊本戦略において定められる合計特殊出生率等の目標は町の施策の効果を検証・評価するた

めに設定するものであり、個人の目標ではありません。 

将来展望

社人研推計人口

（人）

（年）
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② 年齢３区分別人口の将来展望 

総人口と同様の推計によると、年少人口は、合計特殊出生率改善により

年（平成 年）からほぼ横ばいで推移します。

また、生産年齢人口は、 年以降下げ止まりとなり、 年には

人となります。

なお、老年人口の推移には影響が少ないものの、年少人口の維持、生産

年齢人口の減少抑制により、笠松町の人口構造は大きく改善し、持続可能

な安定した人口構造を保つことができます。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年少人口

生産年齢人口

老年人口

（人）

（年）


